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問題

1986年の男女雇用機会均等法施行から30年、

1992年の育児休業法施行から25年を経た

現在の仕事と家庭の両立支援の課題とは？

→女性のキャリア継続は？

男性の家庭生活は？
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内容

Ⅰ 最近の仕事と家庭の両立支援政策

Ⅱ 妻の就業と夫の育児関与

Ⅲ 男性の働き方と育児役割
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ポイント

①仕事と家庭の両立支援の中でも、女性の育児については

就業継続支援の観点から制度が整いつつある。だが、

男性の育児支援については依然として課題が多い。

②男性の育児関与は妻の就業と関連しており、特に妻が

フルタイム就業の場合、夫の育児関与度は相対的に高い。

③長時間労働は男性の育児参加の阻害要因であるが、

より深く男性が育児に関わるためには性別分業的な

仕事の役割を改めることも重要。
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Ⅰ 最近の仕事と家庭の両立支援政策

○2017年施行改正育児・介護休業法

・女性の就業継続の観点から育児休業制度を改定

・介護離職防止のために仕事と介護の両立支援

制度を大幅に改定

○2018年厚生労働省報告書

男性の育児休業と育児への関わり方について議論
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2017年10月施行改正法の概要
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2017年1月施行改正法の概要①
有期契約労働者の育児休業取得要件の見直し
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2017年1月施行改正法の概要②
仕事と介護の両立支援制度の見直し
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11「仕事と育児の両立支援に係る総合的研究会報告書」参考資料から引用



男女の育児休業取得率の推移

資料出所）「雇用均等基本調査」（厚生労働省）「仕事と育児の両立支援に係る総合的研究会報告書」参考資料から引用 12



「仕事と育児の両立支援に係る総合的研究会報告書」参考資料から引用 13



「仕事と育児の両立支援に係る総合的研究会報告書」参考資料から引用
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Ⅱ 妻の就業と夫の育児関与

ーポイントー

①妻の就業の有無にかかわらず、男性の育児休業取得割合は低いが、

育児休業を取得した場合でも、妻が非就業（専業主婦）の場合は

短期間（5日未満）の割合が高い。

② 妻が就業しているほど、6歳未満の末子と1日3時間以上過ごす男性

の割合は高くなる。特に妻がフルタイム就業の場合は、6歳未満の

末子の身の回りの世話を週5日以上する割合も高い。
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共働き等世帯数の推移
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16内閣府『平成29年版男女共同参画白書』から引用

資料出所）「労働力調査（年平均）」（総務省）



夫婦の就業形態割合の推移
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資料出所）「労働力調査（年平均）」（総務省） 渋谷（2016）を元に作成
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18

育休取得期間

N取得して
いない

5日未満
５日から
1か月
未満

１か月
以上

第1子出生
時の配偶
者の就業
状況

フルタイム 94.0% 2.5% 1.0% 2.5% 201

パートタイム 93.5% 2.2% 2.2% 2.2% 46

非就業 93.6% 5.0% 1.1% 0.4% 465

資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
労働政策研究報告書No.192『育児・介護と職業キャリア』（2017）を元に作成

第1子出生時の配偶者の就業状況別 男性の育児休業取得期間
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性
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現在の妻の就業状況別 一週間の末子育児頻度

資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性
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Ⅲ 男性の働き方と育児役割
ーポイントー

①労働時間が長いほど6歳未満の末子と過ごす時間は短く、

残業は週2日以内（定時退勤週3日）が望ましいといえる。

残業日数が少ない男性は子どもと遊ぶ頻度が相対的に高い。

② 職場の男女の職域に違いがない男性は、6歳未満の末子の

身の回りの世話を週5日以上する割合が相対的に高い。

③ 夫婦共稼ぎを支持する意識がある男性は、6歳未満の末子の

身の回りの世話を週3日以上する割合が相対的に高い。
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本人の週実労働時間別 一日に末子と過ごす時間（平日）
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性 22



本人の週残業日数別 一日に末子と過ごす時間（平日）
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性
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本人の週残業日数別 一週間の末子育児頻度
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性 24





男女の職域別 一週間の末子育児頻度
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性
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理想的な夫婦の経済的役割

夫の収入だけで

生活費をまかなう

43%
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に生活費にあてる

7%

妻の収入だけで

生活費をまかなう

1%

わからない
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性 27

質問文：あなたが理想とする夫婦の経済的な役割分担は次のどれに近いですか。



経済的役割意識別 一日に末子と過ごす時間（平日）
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性 28



経済的役割意識別 末子育児頻度（平日）
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資料出所）労働政策研究・研修機構「職業キャリアと生活に関する調査」（2015年）
分析対象：6歳未満の子と同居する正規雇用男性 29



まとめ

①女性がキャリアを継続し、仕事で活躍するために

男性の働き方を見直すことは重要。

②男性が平日に子どもと過ごす時間を持てるよう、

労働時間については総残業時間抑制とともに残業日数を

週2日以内（定時退勤3日以上）にすることが望ましい。

③ 男性がより深く育児に関わるためには、男女の職域や

男性稼ぎ手役割など、仕事についても男女の役割を見直す

ことが重要。 30
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（参考）「職業キャリアと生活に関する調査」概要

○調査対象：全国30～54歳の男女6000人と

その配偶者（2015年4月1日現在）

○調査法：層化2段無作為抽出法、留置法

○調査実施： 2015年8月～10月

○回収率：本人票2660件、配偶者票1398件

（本人票回収率44.3%）
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